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相模女子大学 栄養科学部 健康栄養学科
堤 ちはる

講義４
衛生管理・事故防止に向けた取り組み

【事故防止】

令和５年度 こども家庭庁母子保健指導者養成研修
研修７ 児童福祉施設等の食事の提供に関する研修



内容

・乳幼児の食生活
・離乳の完了の頃の食の支援
・子どもの歯の萌出時期と咀嚼機能
・安全な食べ方について
・乳幼児期に配慮が必要な食品
・咀嚼を促す取り組み例
・まとめ
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乳幼児の食生活

生涯にわたる健康の保持・増進
長期的な視点に立脚した食生活が必要

心と体の健全な
発育・発達

将来の
生活習慣病発症

味覚、食嗜好
将来の食習慣の
基礎形成

乳幼児には適切な食事を好ましい環境のもとで
提供することが極めて重要
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離乳の完了の頃の「食」の支援
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離乳食から、大人の食事への移行期を
幼児期の食事と捉え、

咀嚼機能の発達を考慮して
食事の内容、形態を選ぶ。

丸呑み、早食い、いつまでも口にためるなどに配慮
4

離乳の完了：エネルギーや栄養素の大部分が
母乳または育児用ミルク以外の食物からとれるようになった

状態をいう。その時期は12か月から18か月頃である。
「授乳・離乳の支援ガイド」 2019年３月、厚生労働省

咀しゃく機能は、奥歯が生えるにともない
乳歯の生えそろう３歳頃までに獲得される。



子どもの歯の萌出時期と咀嚼機能

６～８か月頃 • 乳歯が生え始める

１歳頃 • 上下の前歯４本ずつ生え、前歯で食べ物を噛みとり、一口量の調節を
覚えていく。

• 奥歯はまだ生えず、歯茎のふくらみが出てくる程度。

⇒奥歯で噛む、すり潰す必要のある食材や調理形態によっては、

食べ物を上手に処理できないと、そのまま口から出したり、
口にためて飲み込まなかったり、丸呑みなどするようになる

１歳過ぎ • 第一乳臼歯（最初の奥歯）が生え始める

１歳６か月頃 • 第一乳臼歯が上下で噛み合うようになる。

• しかし、第一乳臼歯は、噛む面が小さいために、噛み潰せても
すり潰しはうまくできない⇒食べにくい食品が多い

２歳過ぎ • 第二乳臼歯が生え始める

３歳頃 • 奥歯での噛み合わせが安定し、こすり合わせてつぶす臼磨が
できるようになり、大人の食事に近い食物の摂取が可能となる

堤ちはる：乳幼児栄養の基本と栄養指導、小児科臨床、62巻12号、2571－2583、2009．より引用．
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１～２歳児の食べにくい（処理しにくい）食品例
食品の特徴 主な食品 調理の留意点

弾力性の強いもの かまぼこ、こんにゃく、い
か、たこ

この時期には与えない

皮が口に残るもの 豆、トマト 皮をむく

口中でまとまりにくいもの ひき肉、ブロッコリー とろみをつける

ペラペラしたもの わかめ、レタス 加熱して刻む

唾液を吸うもの パン、ゆで卵、さつまいも 水分を加える

誤嚥・窒息しやすいもの 餅、こんにゃくゼリー

ミニトマト、ぶどう、球形
のチーズ

この時期には与えない

１/４に切る、調理してやわらかくする

噛み潰せないで、
口にいつまでも残るもの

薄切り（スライス）肉
しゃぶしゃぶ用の肉は

食べやすい

たたいたり切ったりする

堤ちはる：乳幼児栄養の基本と栄養指導、小児科臨床、62巻12号、2571－2583、2009．を基に作成.
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これらのことは保育所等では既に配慮している

しかし、この配慮をどれだけ家庭に伝えているのか
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安全な「食べ方」について：窒息予防
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をもとに作成

足の裏全体が
床についていることが重要
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教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン【事故防止のための取組み】～施設・事業者向け
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/guideline/
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りんごの調理について

奥歯の生えそろう３歳頃
までは、加熱して与える
ことが望ましいと思われる。

すりおろしりんご
⇒小さな塊が残らないように、完全にすりおろす。
すりおろした中に、小さな塊が入っていないか、確認する。
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教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン【事故防止のための取組み】～施設・事業者向け （参考例１）
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/guideline/
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そのため、すりおろしりんごは、哺乳反射から汁だけを吸ってしまうことがある。
すりおろしたりんご（食物繊維）は口に残りやすく、液体と固体が分離するものは
食べにくく、気道にはいってしまう可能性もある。

離乳開始前は、口の中に入ってきた乳首を、舌で包み込んで引き込み、上顎の
くぼみ(吸啜窩：きゅうてつか）に押し付けながら舌の波動様の動きを引き出す
吸啜反射(哺乳反射の一つ）により乳汁を吸っている。この反射は、生後５〜７
か月頃に消失する。離乳開始時期の生後５、６か月頃は、まだこの吸啜反射が
残っていることもある。

離乳初期は、唾液と食べ物の口中での混ぜ合わせは困難である。そのため、
液体と固体が分離するすりおろしりんごは、加熱してなめらかな状態にすることが
好ましい。なお、離乳開始時におかゆをすりつぶすのも、哺乳反射が残っていて
おかゆの水分だけ吸ってしまい、粒が口に残ることを防ぐためである。

口腔機能の発達を考慮した
すりおろしりんごの与え方

相模女子大学 堤ちはる
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教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン【事故防止のための取組み】～施設・事業者向け （参考例１）
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/guideline/
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教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン【事故防止のための取組み】～施設・事業者向け （参考例１）
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/guideline/
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教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン【事故防止のための取組み】～施設・事業者向け （参考例１）
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/guideline/



よくかまないで、
丸飲みをしてしまう子どもへの対応

前歯でかじり取れる固さ、大きさの食べ物を与える
⇒手づかみ食べ

例：スティック状のゆで野菜
（人参、じゃが芋、かぼちゃ、大根など）
スティック状のパンなど

・一口でかじり取る適量を判断

・前歯でかじり取る固さにより、
咀嚼の強さのスイッチが入る

一口大の食べ物は与えない
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写真提供：東京都 板橋区立蓮根保育園
相模女子大学 堤ちはる
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咀嚼を促す取り組み例（1/3）

もぐもぐさん



写真提供：東京都 板橋区立蓮根保育園
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咀嚼を促す取り組み例（2/3）

もぐもぐさんさんと一緒に食事タイム



写真提供：東京都 板橋区立蓮根保育園
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咀嚼を促す取り組み例（3/3）

もぐもぐさん、はい、どうぞ！



専門家による
一人ひとりに応じた

食の支援

まとめ
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五感を育て
食べ方・咀嚼習慣を育成する

大切な時期

安全・安心な食事の提供により
食べる楽しみ、

意欲、生きる力を育むことに発展

乳幼児期

対象者、および
対象者の環境を理解
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